
 

 

  

  

2024 年 12 月 2 日 

公益財団法人がん研究会 

TOPPAN ホールディングス株式会社 

 

がん研究会と TOPPAＮホールディングス、 
医療分野の課題解決に向けた、包括連携に関する基本合意書を締結 

両者の知見や技術を融合させ、医療の更なる発展に貢献 

 

公益財団法人がん研究会（所在地：東京都江東区、理事長：浅野 敏雄、以下 がん研究会）と、

TOPPAN ホールディングス株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長 CEO：麿 秀晴、以下、

TOPPAN ホールディングス）の 2 者は、2024 年 12 月 1 日（日）「包括連携の為の基本合意書」を締結し

ました。本包括連携により、双方が保有する知見や技術を活用し、医療分野における様々な課題の解決

に資する新規事業の立ち上げに向けて共同で取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の包括連携のイメージ 

 

がん研究会と TOPPAN ホールディングスはこれまで、がん研究会の「がん化学療法センター」内に共

同でがん研究を行うための共同ラボを 2019 年に開設し、3D 細胞培養技術「invivoid®」（※1）による抗が

ん剤評価技術の共同研究を進めてきました。 

今回、本包括連携によって、これまでの共同研究にとどまらず、がん研究会の有する臨床現場の膨大

なデータや知見と、TOPPANの保有する DX/SXに関する、自動認識や AIをはじめとした、多様な技術/

サービスを組み合わせることで、医療分野における様々な課題の解決に資する新規事業の創出を目指し

ます。 

 

■がん研究会について 

がん研究会は 1908 年に日本初のがん専門機関として発足して以来、100 年以上にわたり日本のがん

研究・がん医療において主導的な役割を果たしてきました。基礎的ながん研究を推進する「がん研究所」

や、新薬開発やがんゲノム医療研究を推進する「がん化学療法センター」「がんプレシジョン医療研究セ

ンター」、さらに新しい医療の創造をする「がん研有明病院」を擁し、一体となってがんの克服を目指して

います。 

ウェブサイト： https://www.jfcr.or.jp/ 

 

報道発表資料 

https://www.jfcr.or.jp/


 

 

■ TOPPAN ホールディングスについて 

「印刷テクノロジー」をベースに「情報コミュニケーション事業分野」、「生活・産業事業分野」および「エ

レクトロニクス事業分野」の 3 分野にわたり幅広い事業活動を展開しております。また、中期的な経営課

題の 1 つとして競争優位性のある「ビジネスモデル/テクノロジー」を核とした新事業の創出、さらに将来の

成長の糧となる研究テーマの多産にも取り組んでいます。 

ウェブサイト： https://www.holdings.toppan.com/ja/ 

 

※1 大阪大学の松崎 典弥教授と TOPPANホールディングスが共同で開発した独自バイオマテリアルによる 3D細

胞培養技術です。紹介サイト： https://www.holdings.toppan.com/ja/invivoid/index.html 

 

＊  本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊  本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

 

以  上 


